
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

今年より毎週水曜日の10時～13時に島田市役所本庁１階ロビーで島

田市内７か所の障害者支援施設の自主製品を販売しています。こころも化

粧せっけん、ぬいぐるみ、ウッドピンチ等を販売します。毎週、行政機関

の場の販売となり市民の皆様に福祉施設の認知度があがる事を期待して

います。 

 

こころの自主製品 

 

 

 

 
特定非営利活動法人こころ 

ＵＲＬﾞ http://www.hcc-kokoro.jp/ 

・ハートケアセンターこころ・こむぎ 

〒428－0007 島田市島 581 番地の 14 

  ℡0547-46-5561 FAX 0547-46-5566 

・りなむ    ：島田市金谷本町 2173 番地の 2 

   ℡・FAX 0547-46-1687 

・さがら作業所 ：牧之原市福岡１５７番地１ 

   ℡・ FAX 0548-52-7447 

・地活はぐるま・あじさい：牧之原市勝俣 1926 番地 1 

  ℡・ FAX 0548－22－5529 

 

2 月 8 日（土）  

場所：みんくる (島田市金谷代官町 3400) 

こころ 10 周年記念大会＆いいこと発表会 

時間：9 時 30 分～    受付 

    10 時～1１時３０分 式典 

 参加者：招待者・こころ登録者 

知ってみよう!!WRAP セミナー 

時間：12 時 30 分～     受付 

    13 時～15 時 30 分 セミナー 

  参加費：500 円 当日受付で支払い 

 参加者：一般申込者 

 

3 月 16 日（日）  13 時～16 時 45 分 

場所：吉田町立図書館 1 階視聴覚ホール(吉田町片岡 404) 

【むかし Matto の町があった】上映会 

定 員：100 名（先着順とします） 

参加費：一般 1,000 円 

    当事者 500 円 当日受付で支払い 

申込み：FAX・メール・電話で氏名・電話番号 

    所属名を連絡下さい。 

    FAX：0547-46-5566 

     メール：w-cocoro@hcc-kokoro.jp 

        問合わせ先：特定非営利活動法人こころ 

    電話：0547-46-5561 

 

 

上映会のお知らせ 

※映画内容は４面をご確認ください 

10周年記念式典のお知らせ 



 

１月１０日（金）に木下大サーカスから招待を受け、観覧に行きました。 
綱渡りや空中ブランコ、バイク等の演目にハラハラしたり、シマウマ・キリン・ゾウ・ホワイトラ

イオン等の動物たちの芸に感心し、楽しい時間を過ごすことが出来ました。メンバーからは「楽しか

った」「元気をもらえて仕事の励みになる」などの感想が聞かれました。 

その後、東静岡の護国神社に初詣にも行きました。それぞれの目標を持って新たな気持ちで新年を

迎え、お参りして来ました。 

 

 

川崎小学校に交通安全しおりを贈呈しました♪  

昨年 6 月より、はぐるま・あじさいにて、どんな「いいこと」で地域に貢献できるか、話し合い始

めました。その中で、「小学生に車に気をつけて登校して欲しい。」「川崎小の子どもに寄付金を頂

いたのでそのお礼をしたい。」という意見が挙がりました。何度も何度も話し合いを重ね、“川崎小

学校の子どもたちに交通安全のしおりを作ってあげたい！”と決まりました。メンバーの「不平等に

ならないように 1 人 1 人に届けたい」との強い思いから、子どもたち 449 人みんなに渡るよう、安

全を願って作成をしました。 

1 月 21 日（火）、より思いが伝わるように川崎小学校に直接お届けしました。会議室に案内され

ると、福祉委員をはじめ十数人の児童・先生方が待っていてくださり、黒板には「ようこそ はぐる

まさん」と書かれていました。歓迎された温かい雰囲気の中、願いを込めたしおりを手渡すことが出

来ました！！今後も交流を続けたいと思います。 

       しおり作成中の様子     出来あがったしおり      川崎小学校での贈呈の様子 

 

 

2 月 8 日（土）にいいこと発表会があります。 

こころでは、前半は昨年に引き続き取り組んでいる「ペットボトルのキャップとプルタブ集め、夢

づくり会館バス停の清掃」の報告、後半はこころを利用して良かったことを魅力発信も兼ねメンバー

出演映像で発表する予定です。現在その準備や撮影をこころ・こむぎ合同で進めています。 

その中の一つペットボトルのキャップ集めでは、1 月 22 日（水）に１年間かけて集めたキャップ

を島田市社協に届けました。ペットボトルのキャップは 800 個で 1 人分のワクチンに交換できます。

今年はメンバーや家族、地域の皆様、地域の企業の方も協力して頂いて昨年度の５倍の１３５ｋｇの

初詣の様子 

はるもう2 

サーカス会場 

 

22222 

観覧の様子が静岡新聞に掲載されました 



キャップを集めることができました。これで約７０人分のワクチンに交換できる事になります。社協

に持って行った際はあまりの量の多さに職員の方も驚いていました。また、その際に社協から感謝状

をいただきました。今後も身近に出来るこの活動を続けていきたいです。 

        1 年間の成果       社協職員とメンバー    マルハンさんからの寄付 

      

      ↑大井川鉄道（千頭駅）さんからもたくさん寄付して頂きました。 

 

金谷石畳すべらず地蔵尊の合格祈願祭での販売  

１月１９日（日）に金谷石畳すべらず地蔵尊の合格祈願祭にて合格祈願クッキー、石畳クッキーな

どを販売しました。受験生本人、親御さん、おじいちゃん、おばあちゃんが試験合格を祈りに石畳の

坂を歩いてこられました。お守りや合格鉛筆と一緒に石畳クッキーが大人気でたくさんの方々に買っ

ていただきました。 

また、その当日は島田駅→川越遺跡→お茶の郷→石畳→金谷駅コースのＪＲウォーキング大会の日

でもあったので、たくさんの方が通り、島田観光協会、奉賛会による甘酒の無料サービスも大変喜ば

れていました。たくさんの方々にひとつひとつ手作りしたりなむ利用者のクッキーを知っていただい

た良い一日となりました。 

 

 

黄色いレシートキャンペーンに参加しました。 

1 月 11 日（土）にマックスバリュ金谷店にて「黄色いレシートキャンペーン」のＰＲ活動を行い

ました。当日は、金谷の交通安全パレードとも重なり多くの来店客でにぎわいました。 

 入口でこころの活動を紹介したパンフレットを配布し、イエローレシートの説明や日頃のこころの

活動について一人ひとり説明をしました。来店されたお客さんの中には「レシートを入れて来たよ、

これからも頑張ってね」「場所はどこにあるの？」等、応援の声や質問もあり良いＰＲ活動になった

とともに、地域の方々とも良い交流の場となり、参加して良かったと思います。 

 メンバーからは、「レシートの入ったＢＯＸがみるみる増えていくことが嬉しかった。」「機会が

あればまたＰＲしていきたい。」との声もあり、今後の活動の励みとなる良い体験でした。 

※（レシートを店舗専用の箱に入れて頂くと、売上の一部が福祉施設の支援金となります） 

 

大人気の石畳クッキー 

金谷石畳すべらず地蔵尊 



 

島田地活利用者の作品 

               

 

日 月 火 水 木 金  土 

      １ 

      島田地活：ランチ（恵方

巻作り） 

島田地活：バンドクラブ 

13：30～15：45 

２  ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

  島田地活：休み 

さがら：ミーティ

ング 

はぐるま・あじ

さい：語ろう会 

島田地活：ソフトバレー

13：30～15：00 

さがら：食推協 

 

 

 

ＰＭいいこと発

表会リハーサル 

 

 ＮＰＯ法人こころ 

10周年記念式典 

いいこと発表会 

ＷＲＡＰセミナー 

(みんくる) 

式典の為 
島田地活閉所 

９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ 

島田地活 

ＷＲＡＰ 

受付 12:30～ 

開始 13:00～ 

さがら：作業ボラン

ティアさん来所 

建国記念の日 島田地活：クラブ運営会

議 13：00～ 

島田地活：語ろう会 

14：00～ 

 こむぎ：茶話会 こむぎ：ＡＭのみ開所 

島田地活：家族学習会

13：30～16：30 

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ 

  島田地活：休み 

はぐるま・あじ

さい：語ろう会 

島田地活：ソフトバレー

13：30～15：00 

 さがら：誕生日

会 

島田地活：バンドクラブ 

13：30～15：45 

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８  

 島田地活：サテライト 

９：３０～14：００ 

しまだ楽習センター 

島田地活：休み 

 

 

 

島田地活：唄おうクラブ 

13：00～14：30 

島田地活：ランチミーティ

ング 14：30～15：00 

 島田地活：卓球

クラブ 13：30

～15：00 

りなむ：茶話会 

 

 

 

現在、全国各地で自主上映中のイタリア精神保健福祉改革最初の 20 年を描いたイタリア映画
です。「Matto の町」はイタリア流の表現で精神科病院を指しています。精神科医フランコ・
バザーリアが、「自由こそ治療だ！」という情熱により入院患者の「人間らしさ」の復権に心血
を注ぎ、患者や医療スタツフたちとの苦悩や喜び、理想と現実、挫折や希望など、実話に基づい
てえがいています。実話に基づいて描いています。 

 なお、この映画は字幕上映のみで、日本語吹き替えはありません。 

【主  催】吉田町精神保健福祉会「秋桜」 

バザーリア映画を自主上映する 180 人の Matto の会 

【共  催】特定非営利活動法人こころ 

【後  援】イタリア大使館 

【協  力】ＲＡＩフィクション、フランカ＆フランコ・バザーリア記念財団、 

トリエステ精神保健局 、特定非営利活動法人 PCNET 

「むかし M a t t o の町があった」映画内容 


